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放射線皮膚炎に及ぼす加温の影響
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　疵に鮒する放射線効果は増強されるが，反顕各健常

　　　　　　　　　　緒　　君　　　　　　　　　　　組織への影縛もまた増強さ才1躍，ことは明らかであり

　皮厨に及ぼす放射線tki用について嫉既に古くより　　　ことに皮尉に与えゐ変イロ；h過然論議されてよい。既に

多くの業績があり，各組織の放射線障害な詳述した　　　高1凪下での放射線照射と皮膚変化については1941年

Radiatioll　Bi。logy①の言【i載なはじめ，本邦で喚，今　　Evalls③により報告されているが，その後ほとくに系

岡②の徴小野照躬による皮㈹変化，あるいは山本③の　　統的な観察は訊みら才tていないようである。そこで薔

X線分割照射の皮膚変化に闘すゐ報告がある。また菅　　　X’Oik外科領域で，高温下にも1．．術前照射が試みられる

野④は察兎を用いて600Rより5000Rに及ぶX線照射　　際には照射後拳術までの［時期の決定は大いに皮囎変化

による皮爾反応を艮期にわたり観察している。皮謝お　　　と関連をもつていること，また術後照射時にもll醜こ局

よぴ皮下∫血漕にっい“（　｛　iMi川⑤が節照射法と比較検誕　　所に炎症がなお残存する場合もあり，璽に衡熱琳には

し，夏に成熟動物のみでなく幼賭動物についても寺　　　放射線治夢孟蔓は行わないという一般的通則の誕付けとし

内⑥の研究がみられるなど1　㌃温のもとで徹うX纐談　℃も，果して加温下鋤父射網翻が脚揃こ如f可なる障

射が皮慮に与える影響については既に研究しつくされ　　　害をもたらすかを検討することは意義あることと考え

た感さえある。一づ7近年悪性｝ll韮瘍の治療には乎術療法　　　る。そのため巽験的にラツトiを用い，ラツトの皮癬を

に加えて放射線療法，あるいは化学療法の併用療法が　　38°C，40°Cおよび42°Cに加温した3条件のもとに

とりあげられ，従来の単独療法に比較す，折しば，併用療　　　X線を照射し，皮顧にみられる変化の程度とその持続

法の治療成績は陶上している。　　　　　　　　　　　　期間，皮嚇機能に与える影響ならびに組織変化を系統

　また放射線療法のみにしても，照射方法，照射装蔵　　的に観藥して，いささかの知見を得たので報告する。

の改良により，（Wtr組織障審を軽減して腫蕩に対する

治齪効果を高めているが，照射方法の一つとして著番　　　　　　　　　　第1章　爽験方法

の教室では数年来放射線照射効果を酸素効果の面より　　　　　　実験動物

考えた低体温麻酔下照射を行ない，低体灘麻酢下照射　　　畷験鋤物｝こは体璽150～20〔lgの健康なWister系雄

により各健常組織の放附線障轡の軽減をはかり，腫錺　　　性成熟ラツトを用い，1週間人工飼料で岡一条件下に

に対しては比較的治療効果の向上を得ている。その際　　　飼育観察したのち実験に供した。

低体温麻酔下放射線照射が皮厨に与える影響にっい　　　　　　加温方法

ては当教寮小山田⑦が皮麟障審の軽減されることを述　　　　〔図1〕に示す如く，30ブットのヒーターを石綿板

べているが，圃様な研究ではEvans⑧，足沢⑨らの　　で覆い，厚さ3manの鉛板で作つた箱内に備えつけ，ご

報告にも機している。　　　　　　　　　　　　　　　の鈴箱の天井と底の中央部およびヒータ・・fiの中央湖1

　他方吉くより欧米にて熱と放射線照射の併用による　　　に，それぞれ中心を揃えて2cm　x　2cm大の正方形の窓

悪性腫瘍治療に関する基礎的研究⑩⑪⑫が散見される　　　を作り，放射線の通過部とする。これをX線装楓の第

ようになり，一部醐ミへの応用辮【縮されている⑪　二放射喋酬寸け，更に皮麟渡計をx線操鰺の鉛

⑬。勿論高温の下で放射線照射が試みられる際には腫　　　ガラX窓より読みとれる所に醗き，ヒーターのスイツ
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チをX線操作察に設眠し，皮膚温度計を兇ながらピー　　　し，量が多くなると炎症性反応が強くなり，澤腫，脱

ターのスイツチを操作して常に皮膚湿を所定の温度に　　　毛，鷹欄および潰瘍などの変化を生ずることはよく知

調節できるようにした。この方法により温度は大体　　　られ，このような変化は，放躬線皮膚炎1〈acliatic）n

士0．2°Cの誤差範囲内で一定に保ちうるようになつ　　　dermatitisと呼ばれ，　1度からIV麗までに分類され

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ている。その1回に照射される一定線量とは照射条

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件，報告潜により異るが，平均すると1度e’k3〔｝OR前

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後，　1［度は500R前後，　ll【度は2000R前後，　W度は

　　　　　　　　　　管i球　　　　　　　　　　　　　300uR以上と見なされゐので，これらの線蹴を中心

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　としてt灘度による影響を長1切にわたり観寡したo紅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斑はその発赤の積i度により痕跡租度（：1：），極く軽度

　　　　　　　　’／」”1　　　　　　　　（士）一臓（＋），中等度（彬オ、よび1蔽（柵の

　　　　　　　　1ギ　＿／x’Ray　　　51購・・鯛た．融状態は論翻、～澗から鰍つ

　　　　一　．M　　　　＿＿．．　　て叙枷咄生ヒされて行くが，これ醗・醐1鵬より

　　　　　　　　　　…　幽　　　　　　　　　　　　　次の5殴階に分狸匙した。すなわち％全野を（＋），％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全野（li・1－），％全野（ilD，％全野をGのおよび全野

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を（Hlll）とした。：更に丘疹様淫腫状鱗屑痂形1戎獣丘疹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様浮腫状（士），軽度浮腫状鱗1護削li形成（十），皮腐が

　　　　　　　　　　　　　　　　　tttt，　　　　‘η　　　蝶度に硬く変色しているもの（十ト）および皮慮硬く壊

　　　　　　　　　　　　　　　／；1　婿　死性の㈹の・段1・埼に燗酬典・た・なお観撫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1二　　　口　　　癌生が正常になる寂でであるが，高度障轡のものにつ

　　　　　　　　　　，　　，駕　　　　いては翻扮類の（・1・1・）～（のの頃までで‘励。

　板
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対照群でに5匹全部に照射li灸4～5閃間で痕跡穫度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の橡めて軽微な早期紅斑が認められるが，その後は滋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紅斑らしいものは全くみられないままに7～8剛ヨ頃

　　　〔剛　　　　　　　　よ脚一期ま⑳問、。照射漁幾分撚鱗とな
　　　x線照射実施法　　　　　　　　　　　　　　　り，所ri胃乾性鱗醐性変化がみられたのみであり，その

ミンタ＿ル（P，。t。b、rbit。I　S。di。m）をf樋1〔｝0　持翻σ］閥は早いものでは3日・長いものでもユG日であ

9あたりO．　03　Stの筋肉内注射を行ない，充分麻酔のか　　　り・平均5～6Elであつた。

かつた時に，3crn×3cmの範囲に右轡｝皆llの毛を短く刈　　　　次に38°C加温中をこ照鋤されたものでは早期紅斑は

り，その上を2Cin　×　2cmの窓を作つた厚さ3nanの鉛庶　　　痕跡程度の極めて軽度のものは1例・他の4例は痕跡

蔽板で被優し，ヒーター一の窓の中心と遮蔽板の窓の中　　　程度よりややはつきりとした紅斑を形成し・1～2日

心を一致させてからX線を照射した。　　　　　　　　　持続する。王紅斑は明らかでなく，7～8剛ヨより

　　　X線照射条件　　　　　　　　　　　　　　　　　9　’－11日間にわたり持続する鱗屑性変化が現われ，皮

　島津製儒愛写を用いて，管電圧1δ〔｝KVP，管蹴流　　　膚は乾燥気味となる。

15mA，フィルPt　・－1．　Onma　Al，　F．　D．　S，30cmとし，空　　　　更に40°Cでは照射後間もなく，早期紅斑がばつき

中線量は283R／分とした。ついで前述の装践により　　　り現われ，翌日まで統くものもある。その後1週間El

照射野20ni×20niの局所皮嚇湿をそれぞれ常温（31°r－・・　　頃より主紅斑が槻われ，ついで15～20日頃に極期とな

33°），38°C，40°Cおよび42°Cに保つたまま，300　　　り消退するまでに約2遡間ぐらいを要する。歳紅斑の

R，500R，10110Rおよび2000Rを照射した。　　　　　現われる頃を前後して乾性鱗冊機変化が現われ，更に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　続いて屯髪の婆縮せる如き状態を蟻してくるが，（裏

　　　　　　　第2章実験成績　　　　　で剛脱の灘含まれる。）ほぼ4遡闇頃より正常

　　　　ag　1節　皮虜の肉眼的変化　　　　　　　　　　に戻る。

　X線照射後の皮膚にみられる肉眼的変化は一定線搬　　　　42°Cになると，1～2Elの堅期紅斑にっついて5日

以上の放射線が皮1欝に照射されると，その搬に応じた　　　目頃より主紅斑が現われる。紅斑の発現はiloec量洋よ

潜伏期1間をおいて，皮燭に絃斑，色索沈着などを起　　　り早く，よ0日目頃には紅斑はその程度を増し中等度と
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なり，更に乾燥性，更には浮腫性の変化をも伴い，　　　れる発赤は3週目荊後に現われるが，3～4日で消退

2週問目頃より軽度の魔欄を生じてくる。また被毛の　　　してしまう。しかし皮腐温を高めて38°Cになると早

再生には30～35日を要する。　　　　　　　　　　　　　期紅斑は照射当日には軽度ながらb＃っぎりと現われ，

　　第2項　5〔〕OR照射群・〔表2〕　　　　　　　　　翌日にも認められるものがある。主紅斑は対照群より

　対照群では早期紅斑が照射当日5匹全部に軽度に現　　　その発現がやや早まり2週前後となり，3・v4週目に

われる。その程度は痕跡程度は2匹，他の3匹は極く　　　は腿期に至りその程度は顕著となり，5週目頃に消退

軽度であるが，翌日に及ぶものはない。主紅斑と思わ　　　しはじめる。また乾性鱗屑性変化は主紅斑の発現にっ
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　いで現われ，その間3週目より約4・“5日皮慮の浮腫　　　もある。その間，鱗屑性変化，皮腐の浮腫も比較酌強

’も目立つが，4週を過ぎれば浮腫は軽減し，ついで主　　　い。脱毛はごく軽度ながら10日前後から現われるが，

　紅斑が消失することになる。脱毛は判然としない。　　　　3週から4週後に正常に戻る。更に42°Cになれば早

　　次いで40°Cになると，早期紅斑は翌目までに及　　　期紅斑に続いて3日目より主紅斑期を迎え，7～10日

　び，明らかに認められる。早期紅斑が消失して4　・一　　には紅斑は高度となり，ほぼ6週にわたり紅斑は消邊

　5日頃より主紅斑が現われ，2週目頃より極期に遠し　　　しない。その間3日目頃より乾性鱗屑性変化および丘

　て紅斑はかなり強くなり，1匹では湿潤してきたもの　　　疹様浮腫状変化が認められるようになり，1遍目頃よ
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正常に近づいてくるo　　　　　　　　　　　　　　　　程度は中等度で，40°C300R照射，あるいは38°C
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（1）　40°C，42°C群の早期紅斑の項の一一一一・）・は早期紅斑と主紅政liの始期が区別できなかつた

　　　　　もの。

（2）40°C，42°C群の主紅斑の項の～は主紅斑か鰻死性変化か明らかでないものo
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明になつてくる。また1匹には慶欄を生じたCl　　　　　　施した。

　40°CではEit，期紅Jlliiに続いてヨ：紅斑は強くな！）既に．　　　実験には雄iAIラツトを用い，既述の照射条件および

5日後には極期に達し，その後紅斑の消i慾こは811ll以　　加温方法でヲツトの耳を38°Cおよび40°Cに加温

上を要する。皮膚には乾性鱗屑るご生ずると共に浮腫状　　　し，「）OORだけ照射した。なお1000R以上の照射群で

となり，強い鷹燗を生じ，4～51：1目より脱鑑が認め　　　加ll［itした場合には皮膚変化が強く，そのため皮内反応

られ，しか魂，その租度は強い。　　　　　　　　　　　の実施が困難であつたので，5〔｝OR群に限定した。検

更に42℃でも剛栄の髪化であるが，鎌1斑〃浦日　査は照射前，照身機6FI目，1・0日回，21日目，50日圓

目より始まり9週間に及ぶ。更に蓉罫腫が晋しく，脱毛　　　および80日囲に輿施した。メチレン育皮内反応は1：

も3日臨こは既に始まり一融こは壊死に陥り，1廿鵬を　　1×105メチ〃青獅璽的食塊水溶液0，。5ccなツベル

形成するものもある。　，　　　　　　　　　　　　　　クリン注射器を用いて皮内注射し，雄じた冑色斑が腿

　　　第4項20aoR照身探羊〔爽4〕　　　　　　　色するまでの時間を測簸した。

　対照例で砧卿1紅斑は強く甥己われるが，像とんどに　　　　　予備実験　〔図2〕

早期紅斑に続いて顕嵜な主紅斑が現われるQ乾性鱗屑　　　　溢査度な加えたことが皮閻反応に影響を与えるか否か

性変化，皮閥の浮睡も箸しく，51鴉全部に2遡目より　　　を知るため，全くX線照躬を行なわないラツト5匹を

4週にかげて鷹燗を生じ，1，週閾前後より脱毛が諏め　　　用いて予備実験を行なつた。す欺わち加温前と，10分

られるようになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　間40C°に加温したラツトの加温後6日目，10日回，

　ついで389Cになると劉蹴1斑に続いての剤三続斑は　　　21日目および5〔｝日目にメチレソ膏皮内反応を行なった

次節に皐期にしかも闘i薯に現われ，乾憐鱗履性変化，　　　が，加温による変動は全く諦包められなかつた。

丘疹様浮縢状変化は3日目頃より始まり，2週間［・硝ll

後で潰瘍を作る。脱毛も強く，1週閥頃より急速に始　　　　分

まり，完全に脱E；する。　　　　　　　　　　　　　　　　50

　40°Gおよび42°Cになれば，砥とんど変りなく，早

期繊蹴い耀日より嫡変化繊く，，日噸よ　4°一　～一一ノ
り皮嚇の色が変り硬化し，壊死状熊となり，12日目頃　　　　30

より慣瘍を形成する。4週闘前後で撒痕を形成し，約

10週から12週頃になると籔痕部｝こ藁い毛が周艮目より些｛三　　　　20

えてくる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［o　　　小　　括

　常温下照射群と38°C，40°C，42°Cの高温下での照

鱗の降楓湖らかに差異カミみら；｝1．，融をあげれぽ　　　袈　恕6　1°　2s　5°日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

購の蹴轄凱の醐の繍首泌鋼糖の持　〔図2〕　予備契験
続の延長が判然と認められる。常温　ド3しORでも40° @　　　　　　　　　（5匹平均値）

C，42°Cになると常渥下1000R照射の皮庸反応と同

程度の反応を示す。また500Rでも既に42°C下では　　　　　照射後メチレン膏皮内反応

皮1蒔に鷹欄を生じ常温下の1500R～2〔IOORに相当する　　　〔図3〕に示す如く，常温下では加名鼠後6日目には

反応を示し，100〔｝Rになれば42°Cでは壊死を生じ潰　　　緊度ながら消退特間は短縮し，10日目に最も短縮す

瘍を生じる。2000Rでは38°G，40°C，42°Cいずれ　　　る。その後21日にはかなり回復し，50日目には全く正

もある程度の差はあるが，早期紅斑に続いて皮腐反応　　　常と変りはなくなる。

は強く現われ，壌死更には渡瘍を形成している。潰蕩　　　　しかし500R，38°Cのラツトでは消退時問の短縮は

を形成したものは搬痕を作り治癒するがt被毛の再生　　　常温群よりやや強く，しかも21日目に短縮は最も顕著

にはto週～・12週を要しているo　　　　　　　　　　　となり，その後50日目にはほぼ照射6日目程度に回復

　　　　第2節皮顧機能に及ぼす影響　　　　　　　し，80日目にほとんど正常と変りなくなる〔図4〕。

　高温下X線照射が皮ll竃機能にいかなる影響を与える　　　r）OOR，40°Cでは消退時間の短縮傾1旬は38°Cの場

か倹索することも興味あることである。皮麗機能検査　　　合と類似し，短縮の程度は著しく，また最も短縮する

には種々の方法があるが，Quadelresorptionszeitは　　　のは同様21日圏である。しかし80日目には像とんど正

判楚が極めて困難なために，メチレン青皮内反応を実　　　常に復している〔図5〕。



192－（366）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信　少卜1　医　言志　　tAゴ　1．　（一’巻

分

50

4e

30

20

IO

分

SO

：　　　’　　　・　　　　　　19　　；　　　　　　　40
：　　　　　°　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　o

　　　　　　」　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30

20

tO

駐聾　　照6　　　田　　21　　50　　冊　　日　　　　　　茄照　fi　FA　S　　lo　　21　　50　　ao　　臼
射　　　肘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　混射　・甜射
前　　　彊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弛前　：EiN

〔図3〕　　メチレン冑皮内反応　　　　　　　　　　　〔図4〕　　メチレソ青皮内反応
　　　　　　（常温　ド5【〕OR照射群）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（38ec加湿1ド500R照射群）

　　　　　　（メチレン脊消失時欄）　　　　　　　　　　　（メチレン脊消失時間）
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鶴鴛　　　　　　　　　矯漿61°215°8°日
〔図5〕　　メチvソ膏皮内反応　　　　　　　　〔図6〕　　メチレン青皮内反応
　　　　（40°Cカrl言鼠下500Rl照身寸君醤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3匹耳乙均値）

　　　　　　（メチレン膏消失時閻）　　　　　　　　　　　　　　　　（メチレン背消失時間）

　　　小　　括　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予備実験

　〔図6〕に示す如く常温照射群と加溢孟照射群を比較　　　本実験の際，加温に要した時間は最長1⑪分30秒であ

すれば，温度の上昇するに従いメチレン青消退時間の　　　るために予め3匹のラツトを用い，42°C，10分間の

短縮の勾配は大となり，最も短縮を示す蒔期は常温群　　　加温により皮膚に組織学的変化をもたらすか否かを検

hSIO日であるのに対して加温群では煙れて21日目とな　　　討したが，那温後6日，10目および2ユ日の検索では勿

り，21日圏前後に実際に最も短縮する時期があると思　　　論橡とんど変化は認められなかつた。

われるqまた40°C加温皮膚に5QOR照射ぐらいまで　　　　　第1項　500R照射群

は皮膚機能は80貝目頃セこはほとんど正常に艮るもので　　　　3H目群

あろう。以上皮腐機能面よりみて加温が皮囎に対する　　　対照では皮閥表皮に核の膨化および細胞の配列の乱

X線効果を増強するものであることを示している。　　　　れが軽度にみられ，毛嚢は真皮の表麿に近いところで

　　　　第3節皮闘の組織学的所見　　　　　　　　　は萎縮している。38°Cでは炎皮は対照と余り異なら

　既述の如き条件でラツトの皮庸温を38°C，40°C，　　　ないが，毛嚢の密度が疎となり，真皮および皮下組織

42°Cと高めて500R，1000R，2000Rおよび3000Rの　　　の間質が疎となつて浮ij／t・状を呈している。40eCでは

X線照射を行ない，照射後3日，6日，10日および21　　裏皮の部分的肥原が軽度に起り，毛爽は表厨に近い部

日と経過を追つてその病理組織的所見を対照と比較検　　　分では萎縮がやや強くみられる。42°Gでは表皮は壊

討した。　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　死性炎疲あるいは著明な肥厚を示し，前庸の真皮層お
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よび皮下組織には強い炎症細胞浸潤が見られ，毛嚢も　　　　　10日目群

ほとんど変性脱落の状態にある。後者では蓑皮下の組　　　　対照で1よ喪皮には核の濃縮消失があり，その都位の

織には太い膠原線維が糖に噌生しっっある。　　　　　　毛嚢は憂縮しているが，周囲は乳頭状に増殖を示して

　　　6日目響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる。38°Cでは蓑皮および表隈，部は凝固壊死を起し，

　対照では表皮の厚さに不平等が陶戯こ日立つてい　　　その周囲には表皮の脱落をみる。40°Cでは細胞浸潤

る。表皮下には毛嚢の萎縮消失も認められる。38QC　　を伴つた壊死1生変化が表皮にみられ，喪皮の脱落がや

では表皮の変化は対照と余り変らないが，表皮下の毛　　　や強くなつている。その下には搬痕性の艦1合織増殖が

嚢は極めて疎となり，その周囲には寧な膠原化が認め　　　認められる。42°Cでは金例炎症性壊死を曇し．潰瘍を

られる。また皮下の±’i準大血管の拡張があり，軽度で　　形成し，その下は搬痕性の結禽織のみから成ってい

はあるが周囲に細胞1琵潤がii忍められる。また毛包線の　　　る。

細胞の増加している像もみられる。40°Cでork　38°Cと　　　　21　rl　k’1群

ほぼ剛LYeの変化であり，42°Cで1壊皮の核の空胞化　　対照ウ；k核の濃縮強も配列がiliL；I　L，表皮の毛戯はや

がみられ，毛嚢の変性も著しい。　　　　　　　　　　　や疎となつている。389Cでは炎皮は壊死性変化iJrt1く，

　　10日目群　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表皮の脱落を謝める。稲獲は消失し閥質は密に膠原化

　対照では表皮の乳頭状増殖が部分的ケこみられるよう　　をおこしている。40°Cでは表皮は核の濃縮，消失せ

になり間質の膠原化が遊んでいる。38°Cおよび4（】°C　　　るところ，また表皮の脱落していゐIfll分もある。翼皮

では共に表皮の変性が著しく核の輪廓が不明確となり　　は膠原化が強く，毛嚢にほとんど消失しているtj　42°

衰層の起伏度を増している。毛襲は比較酌矧｛となり，　　　Cでは全例に壊死およびその下の搬痕化を認める。渕

闇葉性結合織が留に工1織する。41）ecでは壊ノ［三性炎症　　　Ullの表皮はilo渡に増殖して肥雌するが，毛嚢はいずれ

が表皮にみられ，凝圃壊死と痢1胞浸潤が藩明である。　　　の場所でも極めて僅かに残存するのみである。

　　21EIlヨ羅■β　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　角∫3項　　2〔｝00R　l照均胴洋

　対照では衷皮の乳頭状増殖がかなり強く現われ，間　　　　　　3El目群

質の膠原化もやや強い。38°Cで｝：k毛螺は極めて疎で　　　　対照では衷皮の核の月彰化，核周囲の空胞の繊現があ

その間は轡な膠原線維でll｝めら；｝し搬痕性である。40°　　　り，毛糞の萎縮，消失が明らかである。38°Cでは表

Cでは衷膚に近く搬痕犯i三で毛翼は疎である。42°Cで　　　皮の核の変性，毛畿の表鷹部における萎縮消失がみら

は表履は壊死性炎症カミ強くなり，毛魏の消失がみられ　　　れ，また3匹中1匹に表皮の壊死性炎症が発生してい

る。輿皮は毛嚢に乏しく搬旗性である⑪　　　　　　　　る。・1｛O°Cでは表皮の核の高度な窒胞化および周囲の

　　　第2項　1000R照射群　　　　　　　　　　　　蜜胞化，上皮細胞の配列の乱れ，毛嚢の薯明な萎縮消

　　3日図群　　　　　　　　　　　　　　　　失があり，間質は疎で深部の1血管3拡張がみられる。

　対照では表皮の核の膨化がみられ，翼皮の毛嚢の変　　　42℃では表皮の核の濃縮力著明で，真皮，皮下は間

性消失がやや認められる。38°Cでは表皮の細胞配列　　　質の結合織が疎で浮種が強い。

に乱れがあり，表層近くの毛嚢は萎縮消炎する。40°　　　　6日目群

Cでは衰皮の核周囲の空胞化，細胞の配列の乱れがあ　　　対照では蓑皮の核の窒胞化，細胞配列の乱れがあ

り，真皮層の間質は疎で毛嚢の消失が目立つている。　　　り，頁皮層の細胞浸潤が軽度に認められる。毛嚢は萎

42°Cでは表皮および真皮の壊死性炎症が著明な例や，　　縮消失してまばらにみられ，また一部には膠原化の進

表皮の変性膨化と真皮溜の細胞浸潤が認められるもの　　　んだ底を持っ潰瘍がみられる。38°Cでは対照と同様

がある。　　　　　　　　ny　　　　　　　　　　　　　に潰瘍が形成され底部には中等度の膠原化がある。

　　6H目群　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40°Cでは潰瘍を形成しその周囲には細胞浸潤がみら

　対照では表皮の核の膨化および部分的に濃縮があ　　　れる。42°Cも同様の潰瘍を形成している。

り，毛嚢の萎縮消失があり，膠原化は中等度に進んで　　　　10E旧群

いる。38°Cでは表皮の核の膨化，核の濃縮がやや強　　　対照は軽度に膠原化せる底をもつ潰瘍を形成し，細

くみられ，真皮の毛轟は密な結合織に囲まれて僅かに　　　胞浸潤は軽度である。38°Cでは対照と同様であるが，

みられる。40°Cでは表皮，真皮の壊死性炎症が薯明　　膠原化は強い。40°Cでは，42°Cと共に壊死性炎症と

で，真皮層の細胞浸潤はかなり高度である。42°Cで　　　その下層の搬痕形成が見られる。

は，3匹中2匹に細胞浸潤を伴つた潰瘍を形成してい　　　　　21日目群

る゜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　射照では表皮の増殖性肥厚，および乳頭状突出がみ
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　　　　　　　黛　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　一

〔図7〕常温下1000R照射後3日目　　　　　　　　〔図8〕加温38°C下1000R照射後3日目
　真皮の毛嚢は萎縮消失するが間質結合織の増減　　　　　　表皮の肥厚，毛嚢の萎縮あり，真皮の間質が粗
　はみられない。　　　　　　　　　　×250　　　　　　潔化し，軽度の細胞浸潤がある。　　x250

㌧噸誌　　，t∵．　　鰐∴憾一1毒難雛糞
　　　．；．　　　　t一綴’馳・駅浅　・．　　　　　　　　　　、．　　．叢鷺鍵無葺難

　　　孟　噂　　　　．・　、　　　　　　　　　t。
　　ほ　じ　5P　・．／　げ

〔図9〕加温40°C下1000R照射後3日目　　　　　　〔図10〕加温42°C下1000R照射後3日目　、
毛嚢の消失と真皮結合織の著明な粗懸化と，細　　　　　　表皮下組織の広範な毛嚢の消失および細胞浸潤

　胞浸1閏がある。　　　　　　　　　　x25Q　　　　　　あり，全体に浮腫状を呈する。　　　×100
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　　　　　　　　　　　　　　F　』／t　　　　し　　　　　　　　　　　　　鷺　　『『「

　10日自　　　　　　　　　．懸　　一．　　、

表皮および真皮層の毛嚢の萎縮　　義　　．　　　》

められる。　　　　　　　　　　謡　　　　　！爵，

　　　　　　　　　　　　　　　「，　　　　　　　　　　　’i’L｛’　き・　　　　w？　：・
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〔図14〕加温42°C下500R照射後　　　　　 弘4　v　　．・一　　　．

　　　　10日目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　表皮および真皮を含めて厚い壊　　　　　　　　　　　　　　　　h　　　　　　　　　　　　　　－．。；；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　’　廻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛　　　’　・‘
　　死性炎症病巣が表層部を覆いそ

　　　　　　　　　　　　　　　　　馨灘黙〕∴還鰐1禽撃

懸

勲、　　　　　　　　　　　　　　　　an　　轟

　　10日目

表層の部分的壊死性炎症と潰瘍

があり，毛嚢は全く消失してい

る。

　　　　　　　　　　　X100

られる。38°C，40°Cおよび42°C共に壊死性炎症が　　　　対照では表皮の核の消失と表層の起伏が著しく，毛

あり，細胞浸潤の有無の差はみられるが，共に搬痕形　　　嚢の萎縮は高度で，軽度の膠原化せる底をもっ潰瘍が

成がその直下にみられる。　　　　　　　　　　　　　　見られる。38°Cでは表皮の壊死性炎症が強く，40°C

　　　第4項　3000R照射群　　　　　　　　　　　　　では潰瘍形成が見られ底部に細胞浸潤のみられるも

　　3日目群　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の，あるいは搬痕性のものが認められる。42°Gでは

　対照では核の消失が表皮にみられ，厚さの不平等が　　　壊死性炎症が表層部にありその下は搬痕性である。

顕著である。真皮層の毛嚢の消失も目立ち，照射部と　　　　　10日目群

の境界が明らかである。間質の結合織は比較的密であ　　　対照にも既に表層の壊死性炎症がみられ，その下は

る。38°Cでは表皮の核の空胞化，消失があり，毛嚢　　　膠原化の強い組織で占められている。38°C，40°C，

の変性がみられ間質結合織は疎である。また深部の血　　　および42°Cでは表層の壊死および潰瘍形成あり，そ

管拡張が認められる。表皮に壊死性炎症が軽度にみら　　の周囲の組織は細胞浸潤あるいは廠痕化の像を示して

れるものもある。40°C，42°Cでは壊死性炎症が表在　　　いる。

し，その下は搬痕化している。　　　　　　　　　　　　　　21日目群

　　6日目群　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対照，38°C，40°Cおよび42°Cすべての群が表層
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の壌死性炎症を量し，その下は膠1「ヒの強い搬痕性組　　　ルミーによりli穫工組織を42°Cより50°Cまでかえ

織で占められている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　て1｝瘍｝こ対’する破壊効果を検討した結果，熱作用によ

　　　小　　括　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り周囲組織を孤曳壊しないで摂択的に聯磁糸lii胞を破壊

　ll：実弥ては炎皮，・，1嚢，毛嚢腺および皮下組織など　　　することができるとし，更に熱は放射線の効梁をも増

について彌哩組織学的．’尉ヒを追求L．たが，最低線魚　　　強すると述べると共に，熱が細胞な破壊雪’‘るメヵ＝：

500Rの対照例ては既に盗皮，毛嚢，　に嚢腺に変化が　　　ズム｝こついては明らかにできな1♂・が，今後熱作用が癌

現われているが，個々の組織単位力㍉i　lrうける時期　　　1台療への足がかりと’1cろうと限告Lている。岡様に

的r・t異｝は注llし得｝；：srかつた。従つて総謡勺に対［lt，t例　　　Evans⑧，　Westermark⑳，　Warren⑪らは熱の悪性

と温度」昇例との溢異について検索を試みた。いずれ　　　ll癌に対するタカ果を」験的に確かめている。　RQh一

にせよ，墨轟，表皮の変化が最もllf｝野に現われ．’r：いる　　den1）urg⑩，三汚1j⑳らは動物を用1，・，熱と放射線の1：N

が，漏度詫によ≒変化1：i；明L「・・かに強い。500R，38°C　　　諏i効果に。ついて研1泥i．，好結果を碍たと報告してい

で離｛、に爽皮哩ど性耀めるが，これは1泥ぼ糖1下　る。w・・r・・n⑪は動物娼嬢裁し鴫人体朔齪聯斗｛歩

lt｝〔｝OR照射のものに相当する。］c）oc｝R照酎3日1三1の　　　に全身陶高温ド（41．5°C）に深部放劇線治1孟薯な行ない

組織像を〔図7，8，9，10〕に小しノ：：が～1【【t度」謹辱による　　　効果があつたと述べている。以上の報告から考えて，

薯明な変化が明らかにされている。り！に5（｝OR照射後　　　熱の方嫡手線慈受燃増強に．ついてll酬しに熱に」：る」血L流増

10日目0）組織像脊〔図11，12，13，14〕に小したが，　　　加に由来する酸，素f共給だけの間題か，更には酸繁が存

同様に温度’による1L’配レ｝な変化が認められる。〔図15〕　　　：（E三すれば王範Q＋02は02H’＋OH’となり強い酸化作

は〔脚4］と同条件の，同じ川il　EIのも“）であるが，壊　　　用を持つ02H’ワジヵルが坐じξ｝三物湘勺作用な現わす

死性炎症をil！L，てい（：，点で；凝‘…ほないが，潰瘍形成の　　　とされているので，この化栄反応を霜4）方向に促遜さ

而で異る　以1：を要約・ポると加温に．1：kl輩三：化は顕薪で　　　せるためか，哀たは全く別なものが存在するものかは

あり，tl度が高く，線1り多い像ど1；1，潜の聾いことは　　　閣題があり，翼に今後の検討を得つべきであろう。欝

当然であるが，線「域が多く，温度の高いもの低ど組織　　　潜は1血正管σ）比隣的少ない皮蒋で，しか儲り所的に微小

橡にみられζ鍵化の1；燃は少なくなつてそfく。　　　脚脚を愚びt短時［llの加1欄癩X線制賦謝したこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は鹿分なりとも前述の問題の解釈にふれうるところq

　　　　　　　第3章考按　　　あゐと思われる。
　放射線のti三物組繊こ対する感受｛生に関与す【弱予と　　かつてEvan＄⑧は組織貯1趣4｛｝。cまで1嚇させて放

して，細胞の生存「トる環1寛は組織の性質自体，す癒わ　　　射線感受性が温度と共に増強することを認めている

ち個体藻と共に敵要な位1綴を1≒iめていることは多くの　　　が，皮膚変化については特に経時的に追｝ξしていゐわ

研究潜が認めるところであり，この環境を変えて，腫　　　けではない。著煮の場合はラットを用い皮1蒔温を次第

癌組織に放射線効果を増し継常組織の障轡を隆減i．よ　　に上昇させてX線を照射したが，その際皮厨組織の所

うとする努力が麺：ねられてきた。たとえば低体渥下照　　　見記職のみでなく，破壊過程を経て甑il期に籔るま

射，低酸索琉下照射，高酸累駐三下照射あるいは高体温　　　で長期閲にわたり肉限的変化と組織変化を闘逮惑せて

下照射法などがあげられているが，これらの方法はい　　　観察したものであり，また加漁の方法についても従来

ずれも放射線の故受性力：：Aとして細胞内に存在する酸　　　採られた方法に温浴によるとか，ジアテルミーによ

索，すなわち所謂酸素効果に左右されるということで　　　るが，その多くは加温後にX線照射を行なつているた

説明されているようである⑭⑯⑩⑨。梅填⑰，松沢⑲　　　め，その闇　動物ecよつては皮1齪惣よ加盈のr固Lにょ

は動物を低体温下におくと健常組織の酸素圧は思速に　　　り；瓢速に低nドするので，藩者は上述の如く照射巾も皮

低下するが，腫瘍内酸素眉三はその低トが緩徐であるた　　　膚温は所定の温度を傑つ必嬰を感じ，そのように工夫

め，体温下降に伴い，腫瘍細織の酸素圧は比較的職　　　し実験した。

く，治療比の阯が期待されξ詑し，淋⑲頗に呼　　さてX纐貫射を行なつて起る蠣の肉眼的変化の第
吸管理を行なつた際の酸素圧について言及しているな　　　一は紅斑であるが，管野④は辱L期紅斑は600R・－vlOO（）

ど低体温下照射時に放均1劇；1鰹が軽減されるとする報　　　R程度の少線鐡では極く軽く，照射2日Illには忽ちに

告が近年その数を増している⑦⑨⑱⑳⑳⑫。　　　　　　消退すると述へているが，著巻の300Rおよび500R

　他方，坐体組織に温度を加えて紬胞環境を変え，放　　　では早期紅斑はほとんど認めがたく，僅かに認められ

射線感受性を増そうとする報蕾も近年散見されるよう　　　ても翌日には消退している。一一一般に刷協H斑の発来日

になつた⑧⑩。Crne⑳⑭はマウスを使用してヂアテ　　　数，窪紅斑の始期および消退期などについては個体ぎ，
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　があり，それぞれ相当の変化があると報皆されてい　　　より脱毛の塞準・そのものに相異があるためとLている

　る。（Miesher働，菅野④，山木③）また同じ総線盤　　　が，カr艦による1瞳護，・はたしかに著明である。

　の一回照射を行なつても，線［1｝．　．g．．？，／〈が異なると，生物学　　　　潰瘍線［1：にっいては通常1000Rと20〔〕（IRの問にあ

的効果の大ぎさ力卿よるσ）が普通である。線魅率が小　　るとされ，低体温時では20eOR～：一｝ooore⑦に儲）とい

　さくなると，同じ効果な得るためにはそれだけ多い総　　　うが，薯者の加温による成績では湿潤魔欄はd2°C

　線1孟：を必要とするUこれを線∫1，率依存性と［1乎んでいる　　　500Rで現われ，42°C　1000Rではi【難度曙｝壊死なも鷹

　が，このことも考慮しなければならない（、著齢グ）使用　　　じ，結痂にっいで慣勝を認めるようになるQ2ueeR照

　動物はラツトではあるが，比較的よ窃［斑の程度を検　　射では38°C以上加1鳳で同様の経過をへて潰瘍噴ご形成

　索しえており，かつ対照の常謳辻下で照射した変1ヒはほ　　　するに箆る。次に被毛再生に関する報告ほ少なく，

　ぽ従来の報告と一致し・ている。ついで皮膚温を38°C　　Klovekorn⑳，菅野④の報告があるが，≡、繍‘ノ）倣用し

　に保つて照射すれば，300Rで4、禦期紅斑は剛Fかと　　　た動物がラツ1・であり加撮によるX線【1“i’灘が強いため

　プ：：り，しか4認日まで続いて認められるものもある。　　　か琵生輔期はやや長いように思われゐ。すなわち4‘｝⑪

　また40°C，3〔）ORおよび38°C，500Rては全例に早期　　　cあるし・は42°Cで2〔1〔〕ORを照射Lたi臨高度の澱瘍を

　紅斑は明らかで2日日にE．る硫1：斑の消7屋は歳く，か　　　形成し肉芽組織で断きかえられるよう蹴饗化に窟で1麓

　なり目立つている。この秘度の変化より類推すれば’1智　　　膿するときは被猛禅生章凱80日を繕る頃になつて攻台めて

　温下で10〔｝OR照射の皮廟変化に相当してくるo　　　　　　僅かながら虚弱の看が周囲より現オっれ始め，1001i：1を

　　主紅蜘iは4〔、°C，3〔〕｛｝Rおよび380C，5〔KO　R群で明ら　　　過ぎて全野の％程度に発菰してくる。尤来潰賜が肉M：・

　かに認められ，常温下ユOO〔｝Rl醐士群と類似した嚢化　　　組織で置きかえられると｛i髭は再生しないものてある

　となる。管野④，4山田⑦は霜y温下1〔）0〔｝R照射でに　　が，ラットの如ぎ動物では2皮の周囲から旺）・再億が獄

　和：斑を認めているが，Ellinger⑱⑳は150〔｝～2000R　　　いためであろうかと判断されるU

・鐙働こ鮒1な紅斑を認め，K1。vek。・・⑳は20（〕OR　　これらな総合してSt・andqvi・t⑳の拗搬賄、炎

　までは紅斑は起らないと述べているが，紅斑を生ずる　　の分類に従つて比較してみると大体〔表5〕の如くで

　線量について4、報告が必ずしも一蚤i如、てい蹴い）つい　　　あり，’｝IT｝温下照射群｛こ対し’1て41）°C下照射群は：1度の

　で5011R　42°C，1000正k　40℃以上の群では早ll腺1二斑　　蕗を示すが，42°C下照射群では，およそ2度の詳iを

　に続いて主紅斑が現われてくるのに対Lて，常温下　　　示している。

　2000R照射群ではなお」11期紅斑とコ三続斑のR珈こ一時的　　　　っいで高温下でX線照射を行なった際の皮瑚変化を

　な消退の時期を認めることよりみオ1ば加温による皮断　　　皮噛機能検査より追求し検索を試みた。

　のX線感受性は意外に強いことカ～考えられるo従つて　　　　従来，皮鵬機能検査には種々のフ∫法が考えられてい

　低体温下照射あるいは常温下照躬とは全く趣を異にし　　るが，代表的なものとしては膨疹吸収時間お」こびメ千

　た紅斑の出現のしかたを示すものである。脱毛は菅　　　レン膏皮内反応があげられる。膨疹吸収時間⑳は1支辮

　野④，Ellinger⑱をはじめ，多くの報告⑳⑦が1000R　　の水分，食塩代謝の状況をうかがわんとするもので，

　で始まるとしているが，薯渚の場合は常温下1000R　　皮ltlj’組織内の潜在性浮腫の診断に役立つとされそ，が，

　で3遡問目頃より皮膚は乾燥傾向をホし，毛髪が萎縮　　　著考は珊述の理由により後巻のメ千レン職皮内反応を

　せる如くになり，極く軽度の脱毛傾向を認めるように　　　餐施したが，本法はPetersonおよびAppelman⑭

　なる。しかし40°C3（】ORでも常温下ユOOORの脱笹催｛　　により創案され，ノチレン酵が皮内て無色4）paイコ化

　向よりなお軽度ではあるが脱霊傾向か認められ考）。ま　　　合体に変化するために青色斑が消える、その機序には

　た40°CsC　ORでは常温下1〔⊃OORと同程度あるいはそ　　　水系易動化説と酸系活性化説があげら才1、本反応：には

　れ以．ヒの強い脱毛傾lflJを示し，42°C　300Rでも軽い　　褒皮組織の還元能力関与するのではないかと永井⑳は

　魔燭を伴つた脱毛を起すので，X線照射量は少なくと　　　述べ，小野⑳は炎症性病変における酸素消嬰と関係す

　も温度にょる影響が強い変化をもたらすことが判明す　　　るのではないかと報告しているが，いずオ電にせよその
II 驕Bしかし脱毛線盤に関してはCohn，　Frizz⑳その　　　短縮は皮爾の遼元能の増強したことな示すと説明され

他数多くの糖があり，M・1・1i・g⑳は犬の剃髪部鋪　 ている⑭。

　では脱毛箆は420R～600R，尋常有髪部皮爾では780～　　　　著春の加撮皮麿の照射による変化は・一般に増強さ

　960Rとし，菅野④は1000Rより脱毛が起り，一般に　　　れ、メチレソ習皮内反応でも温度の1二昇に伴つて短縮

　紅斑極期前後から易脱毛性となると述べている。また　　　を示す時期は遅延し，また短縮の握度も著しくなつて

　鎌田＠は脱毛線量の幅が梱当あるが，これは研究渚に　　　いるので，澱度による皮陶のX線感受性の増強を襲露」’
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〔表5〕　　　　　　　　　　　峨徹示しており・42°Cで500Rを照射すれぽ毛

＼＼
300R

500R

lOOO　R

2000R

蕉紅墨亙五1一塑引禦饗1蹴’表、1腿論幾1濡誌叢銚
　　ilIl旺lI圧　　ば3日回で既に毛鄭散し始めている．S一なわ挽
　　1［irll［「Il［　。。変f、，臓郎、，け、退徹性と1司駅，、艦2。。。

　　］I　Ii　I顎［…1～W　R照射で巳ll．の消知総め明・ることをみ．｝，ぱ高温

　　皿一VIiVlIV　　刊側ダ・階網瀟しい1、のが鋤。
1度…・・（300R～400R）　　　　　　　　　　　　　　　皮膚1l　i’irliでは毛糞，　i爽皮のII【頗こ障酌じ1され易いと小山

　　㈹約3遡問の潜伏期のご乞とに脱隆が起　　　田⑦，寺内⑩，小池ら⑲は述べているが，薪楷の倹索

　　1灘蹴簾脇．　　窪：鍵灘懲鰭撹；篇鵜鍛糊
1【度＿＿（dO（）R・－1～｝0眠）　　　　　　　　　　が障審がり丘1いとの論にも螢17日しかね砺いず2’iにせよ

　　㈲　約2週間の潜伏期のあとに皮膚に充　　　　加温下1戦射の際には組織学liりにみても温度ノ鞠こよる組

　　　　血，江斑［ll翻蓬が現われ脱毛が起る。　　　　織の変化が高度であることが【Y」らかにされた。

騰騰撚繍1：；ll。翫灘1麻鼎1灘灘縣説
　　　　い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て放射線噛r照射すk；｝試みが報告され，その効果が論ぜ

llE度……（20（，OR～2500R）　　　　　　　　　　　　　　　　ら：｝1．ているo勿‘i命力n温Lにより1轍射1｝：」ぬ乏も漿ラ響をう｝ナる

　　㈲　1週間の澗犬期後，i、1度の紅斑起り，　　　の｝よ皮膚であるため，加温に伴うX線照掬・1が皮1蒔に与

　　、、撫膿；；撫㌦、，粟鯛燃、，9　・縫化撒したr轡・果・・翻鰍糊…

　　　　る。　　　　　　　　　　　　　　　されゐと感愛性な増し・その1騨獣増強さ・哲るが・感

　　（（り　脱亜が永久的で函ろる。　　　　　　　　　　　受性増強の機Fドについてはいま詳らかにはしえなかっ

W度……（300t，R以上♪　　　　　　　　　　　　　　たL，しかし，これらの皮1翻矯錨のン旨｛り」に．より今擾熱と

　　くaj　2～7日の潜伏期衡4・赤色の添欄；力槻　　撫彗1糊翻のO開の際の；基1蝋料を供するとともea，

　　。綴諜灘騰壌忌蜘糖。，　喘妹で嚇轍身鵬撫ん・・磯柵与
　　　その後淡郷となる。　　　　　　　　　　　　　えるもび）と1胡｝しる。

しているものであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4章　結　　語

　組織学的にはEvalls⑰はラツトについて表皮肥厚，　　　悪性腰瘍に対して放射線治療，手術的治療，化学療

細胞浸潤，線維化などの変化より皮勝の1｛’i，轡を論じ，　　　法はそれぞれ重要な位罎‘を占めているが，ことに放射

鈴木⑭はラツトについて褒皮，皮脂腺，州腺の変化か　　線治療は照射方法の改善セこより照射効果の向上を期待

らその障警を論じていゐが，薪者は比較的X線感受性　　　されている。暫著は照射ツ」法の一・法として古くより散

の高い表皮⑥⑳⑳，重纏，皮ド結合織について検索し　　胤される腫瘍を加温下に照射する方法の裁礎として，

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　照射に際して第一trこ陣轡をうける皮膚変化を究明する

　表皮の変化については，鈴木は常温5｛10Rのll名鮒で　　　ために皮覇を38°C，40°Cおよび42°Cに加温Lて，

］週間ぐらいまでは，ほとんどn三常と変りなく核の軽　　　180KvP，　lnuaAl，283R／分で300R，500R，1000R

い膨化な認めるのみであると述べているが，著者の実　　　および2000RのX線照射を行ない，その際に皮慮に

験では3日目で既に表皮の核の軽度の膨化が謙めら　　起る変化を長期にわたり肉眼的，皮講機能および組織

れ，6日目では篭嚢の萎縮が著しい。10日目の変化も　　　学的な傭より検討して次の結果をえた。

ほとんど同様な変化を示しているが，温度の上昇は放　　　　（1）　皮膚の肉眼的変化では常温下照射群に比較し

射線の感受性を増強し組織学的変化も著しい。例えば　　　て加温照躬群では遙かに変化は強く，初期江斑は40°

42°C3〔XOR照射の6111巨1の爽皮の変化は常温対照の　　　C　300Rで既にみられ，42°C　300Rでほ照射翌日ま

1000R照射後，21日目の組織とほぼ一致している。　　　　で就いている。主江斑は4G°C　300Rて軽度に認めら

　また毛嚢の変化とし．ては常温下50｛〕Rl轍射では3日　　れ，約1週間持続して消退する。灘潤魔燗は42°C

自に既に軽度に萎縮した毛襲を認めているが，40°C　　　300Rで軽度に現浄フ身1，420C　r）ooRでは照射後約ユ週

500R照射を行なった際には照射3日呂には強い｛三嚢　　　間でrt等度に湿潤鷹燗を‘i三じ，潰瘍形成1ま38°C　2（jc】O
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　Rより認める。脱毛は42℃31）し）Rで軽度に認められ，　　⑨足沢三之介・他：1三1医放t・誌，191罰06，19CIO

　毛生再生発現は42ρC31］〔［Rでは約4～5週間，4∩°C　　⑩R（⊃hdenburg，　G　L，　and　Prime，　F．：Arch，

　：“OCOR以上の場合には少なくと4，　e，0日下1ll隆を要す　　　Surg．，2；／／6，1921　⑪Mtiller，　C．・Strahlen一

　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　therapie，2：17（、，！913　　QDMtiller．　C，：’Muchen

　　（2）　皮膚機能険査としてメチレン青皮内反応な施　　　Med．　Wosr．，59：1546，1912　　⑲Warren，　S．　L．言

　行したが、38°C500R群では11翻1後2］1≡i【i1に消ヴ竜時　　Am　J．　Roentge！1◎1．，33：75，1935　　⑭LiQbncr，

　間は最も短縮十≧1・ことを認め，またtlo°C　5〔｝〔｝R群で’　　王£．　J，　et　aL：Ragiology，78：258．］962

　も同様2t口［1にゴ1遍短新1｝し，勉縮の｛1度も皮勝ll・｝tの高　　　⑮Licbner，　E．　J，　et　al，：Am，　J，　Roen轄鋤（ll＆

　まるほど著しい，，従つて線凱が増す1濠；ど短縮し，」・L　　　　Rad．　Therapy，88；v76，’L962　　（li梅垣洋一只1；・f山：
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